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寝た予を起すというじトもいるが

る
よ
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フ
で
似
て
い
ま
せ
ん
ね
」

と
で
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司

と
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つ
風
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み
る
と
。
今
年
の
5
月
ス
エ
I
デン
、一
考
え
て
も
、
中
学
の
卒
業
時
警
に
、

士

引
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一
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イ

一一

デ
ン
マ
ー
ク
、
西
ド
イ
ツ
、
イギ
H
J
ス
一
避
妊
荻
町
を
す
べ
き
で
す
ね
。
と
い
一
一

知

心
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一一

フ
タ
ン
ス
、
イタ
H
M
l
の
六
ケ
凶
の
位
一
う
り
は
、
中
学
一
が
妓
終
の
ぷ
必
教
育
ぞ
一
一

日

い

4

一一

審
議
状
委
し
て
き
た
武
川
先
一
人
に
よ
っ
て
る
フ
審
議
に
忠

良

川

刺

わ

川

即

位
に
よ
れ
ば
、
一
挙
す
す
ん
で
い
る
の
一
な
い
と
い
・
フ
乙
と
a

そ
の
雪
具
体
制
山

事

N
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は
ス
エ
l
デン
、
デ
ン
マ
ー
ク
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つ
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具
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一
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け
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幻
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一

が

め

幻

ま

ず
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一

一

都

一

一

寸

人

一か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
筆
背
の
五
な
わ
わ
け
。
怯
護
憲
じ
た
き
一
の
強
い
イ
す
ア
は
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
一
雑
誌
か
ら
子
を
守
る

一一

て

く

日

婦

一む
ず
か
し
さ
を
宮
・
一
色
子
供
な
ら
い
!
?、
あ
の
一
い
な
い
状
態
だ
と
い
う
・

一

白
紙
の
状
態

Z
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Z
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ミ

巧

東

開

国

一

三
一
母
親
の
こ
-
戸
、
コ
査
も
一
よ
う
に
ー
そ
の
と
J
E
ノ
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ξ
マ
マ
は
気
一
デ
シ
マ
l
ク
で
は
、
小
学
校
六
年
年
一
あ
と
は
霊
ジ
ャ
ー
す
ズ
ム
か
ら
、

お

と

;
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一君
。
八
オ
と
ニ
才
の
一
一
宮
壁
土
持
が
い
い
ー
な
ど
宅
教
え
る
雲
母
一
で
「
禁
の
予
防
判
事
、
ピル
、
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U
一
い
い
か
げ
ん
な
諸
君
交
え
だ
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デ

て
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一
の
子
供
が
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こ
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2
一
太
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が
ど
己
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択
の
と
聞
か
む
て
一
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言
内
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ご
な
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っ
た
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火
事
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一
の
か
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と
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ち
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一
太
陽
の
苑
佳
か
ら
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ま
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こ
と
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一
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の
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ま
で
あ
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フ
。

ζ
己
一
が
ん
ど
も
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
」
一
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弓
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一雨
ま
っ
て
い
て
本
人
が
し
ん
合
一
定
数
え
る
の
と
同
じ
で
す
邑
と
み
一
た
襲
育
先
進
国
り
も
は
日
本
語

一
間
後
に
筆
先
生
も
、
位

以

草

炭

一

一

お
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一と
し
て
い
る
と
き
で
す
。
そ
ん
な
と
き
一
え
す
ぎ
も
き
と
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。
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可
憎
か
と
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に
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一
の
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援
し
て
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吉
結
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不
必
要
望
必
き
な
が
-bも
、
同
校
で
一つ
は
よ
フ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
む
し
戸
。
一
言
葉
に
対
し
、

一

れ
た
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
所
長
の
重
一
号
叉
の
一
人
だ
.

一査
が
ぎ
き
れ
喜
ふ
か
ら
。

一去
を
管
在
蓄
が
か
え
っ
て
、

同
町
民
訪
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な
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一
目
↑
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勾
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け
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引
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恒
川
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日
訪
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日
計
か
れ

小
学
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の
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教
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し
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、
授
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.
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嵐
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ま
す
」
と
一
「
監
禁
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一
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裂
の
襲
の
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し
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へ
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翠
の
目
安
と
な
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的
認
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け
る
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概
念
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な
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損
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・
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襲
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す
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佐
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右
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。
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楽
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佐
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れ
た
と
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っ
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主
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で
霊
段
階
に
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性
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実
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一
の
一
部
を
む
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介
す
芝
、
た
と
え
ば
一
と
い
、
フ
の
は
、
実
態
と
全
体
き
っ
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句
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が
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開
崎
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究
唆
の
高
矯
必
夫
氏
も

性
被
背
反
対
派
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「
伎
は
今
の
よ
・
2
・他

人
間
教
育
と
か
生
命
の
蒜
厳
な
ど
と
、

日
ぷ
人
の
恥
の
感
覚
・
で
カ
今
ラ
ー
ジ

ュ
し
た
尚
教
育
に
は
反
対
。
人
開
放
脊
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m

フ
の
は
学
校
教
育
全
体
や
一
家
…
除
、

社
会
な
結
わ
れ
る
べ
き
b

の
で
あ
っ

て
‘
卵
子
と
油
何
十
の
複
雑
な
結
合
を
こ

と
細
か
に
必
閉
し
た
っ
て
、
生
命
の
寅

さ
は
分
。
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
は
人

間
閣
僚
を
通
じ
て
位
れ
る
も
の
で
す
。

結
台
の
し
〈
み
な
ど
は
生
物
学
の

一貫

と
し
て
や
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
位

数
符
と
い
・
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し
J
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技
術
的
な
滋

妊
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宵
と
か
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ら
に
自
分
の
身
体
に

芽
ば
え
て
-
ぎ
た
、
あ
の
点
自
助
が
と
お
る

よ
3
な
不
思
議
な
感
覚
が
ど
こ
に
由
来

ナ
也
か
ま
で
つ
つ
ζ

む
べ
き
で
す
。
日

本
ω也
教
宙
開
は
外
慣
と
非
常
に
似
て
い

平
和
通
法
を
堅
持
す
る
日
本
婦
人
有
志
に
よ

っ
て
国
連
の
精
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を
普
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す
る
た
め
結
成
さ
れ

た
同
会
は
今
回
次
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通
り
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善
旅
行
を
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な
う

主

催

白

木
国
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婦
人
連
合
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購
説
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ま
す
e
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西
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柑

3
1
7
1
m
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木
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婦
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連
合
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エ

性
教
育
の
必
要
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。

学
校
で
、
あ
る
い
は
家
庭
で
も
。
母

親
も
、
今
の
マ
ース

コ
ミ
の
影
響
な
ど
で、

子
ど
も
か
ら
「
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
う
し

て
生
れ
た
の
」
と
聞
か
れ
た
と
き
に
、
「
あ
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刷
か
ら
昂
卦
2
2
2
雪
国
立
市
阜

の
H
患
で
い
く
・
」
'
て
セ
京
が
と
す
る
p
g
、
社
岳
民
主
ω
説
話
一
一
苫
三
喜
一
灰
人
制
定
寸
去
一
君
主
h
白
置
宅
喜
一
三
む
基
普
制
定
議
一

い
か
に
主
主
ぞ
い
っ
た
そ
の
も
の
官
品
吉Fゐ叫
ι主と担話語開寄嗣曳当斗ヲ
一け宅てい如奇喜喜嗣姪安Z品ま系小れ毛f
れぞfてFい
-
『
か
主
れ
た
詣
描
替
底
堂
遁
手
雪
乱
h
2
、正社畠室主遁霊囲で喜↑忌宗号宗祭宅、固立語市貧島甥

〈

毛

噌

し

と

い

=

@

『

a

る

.

事

目

立

世

申

E

M

返

刷

吉

れ

の

一一
緒
7
4
安
炉
、
書
白
血
畳
の
一
一坦
た
市
民
一
〈
苦
ミ
ナ
L
E
L
出
和
主
主
一

Z
J
Y暴
力
み
小
れ
た
ま
た
世
，
空
調
人
血
前
半
て
誠
九
}
師
エ
リ
ー
ト
在
自
歴
史
E
号
そ
E
い
2
6
婦
が
て
田
町
民
喜
子
宮
一
主
一

事
品
お
量
管
躍
し
℃
裂
と
M
怯
に
あ
世
主
京
商
て
を
さ
と
な
は
守
、
近
代
皇
は
む
レ
叫
建
主
君
主
た
も
白
。
一

r
l
ヅ
ィ
ン
霊
ι
F
C
は
じ
め
退
の
中
に
も
っ
て
い
る
己
と
官
官
民
の
麗
白
唾
た
お
辛
子
足
踏
み
主
一
女
句
、
市
直
鍾
史
田
喜
一
T
I
Y
は
「
佐
と
っ
て
の
婦
人
間

の
2
u
器
産
d
訟
を
つ
が
解
説
器
包
に
H
2
t
事
活
E
れ
で
歪
「
量
産
」
き
警
も
い
コ
ベ
告
も
り
に
一
也
っ
て
い
壇
」
と
い
三
長
女
喜
豪

え
与
し
い
合
何
惇
τ
ん
な
式
胞
は
剖
心
に
す
f

さ
と
は
-
E
O
が
っ
て
い
@
び
「
y
y
ノ
の
提
」
騒
音
-
亙
る
-
m
p
t
-
E
完
如
、
舗
と
一

子
f
d
り
か
、
モ
み
ン
は
「
霊
と
も
実
て
い
る
・
女
性
四
+
会
話
い
た
も
白
戸
2
5
2
い
と
す
問
訪
ぎ
措
い
た
「
経
由
」
し
γ
布
、
k
z
t
p
-
一
い
雪
l
g
万

長
Z

Y

ン

2

5

害
時
3

2

街

Z

L

9

4

n

'

禽

婦

向

:

1

4

5

z

蓄

電

亡

固

山

首

一

首

モ

い

令

一

手
y
i
目
標
い
喜
ょ
の
E
E
世
話
官
揮
で
白
エ
干
ト
古
貨
の
y
y
d
T
一
ア
ー
と
す
、
8
2
5
S
警
っ
た
半
世
~
u
長
男
章
一

の
ま
は
、
君
主
主
尊
重
っ
て
い
る
豊
妻
宅
雪
E
4
と
白
書
章
、
か
さ
れ
ご
吾
妻
F
T
a
:
「
主
酬
と
重
量
と
豊
一

-
一
ヲ
は
語
官
一
筋
闘
力
島
義
8
4
フ
語
意
義
8
3
2
2
2
2
金
額
要
霊
に
社
長
革
命
皇
室
主
議
室
三
者
た
「
サ
ン
ダ
タ
八
重
5
4
2
申
究
明
暗
転
「
去
ら
警
官
喜
一
言
一

長

普

通

一

3

2

2

副

是

正

一

辺

・

=

年

た

で

み

3

2

5

つ

い

ゑ

覇

者

に

ぎ

な

っ

て

き

一

高

更

奇

襲

露

」

福

島

5

2

コ

新

接

持

℃

霊

的

帥

E

1

D

i

g

-

言

2

一

プ
一
捕
人
q
Z
槽
に
つ
い
E
開
眼
し
℃
只
大
華
道
協
岳
(B
B
C
)
の
E
ち
7
6
1
7
起
草
委
胤
是
正
~
」
己
と
に
討
す
Q
能
寺
主
事
若
草
ま
乙
と
定
型
・
2
-
一
P
議
場
白
事
選
リ
た
若
い
心
に
迂
ん
な
に
知
闘
に
飢
へ
学
警
と
に
叫
人
古
川
永
I
タ
I
富
一

:

-

い

な

い

・

手

イ

2

ー

を

す

I

長
官
Z
D
ノ
ヲ
カ
望
書
書
官
百
定
す
よ
っ
て
い
;
草
原
2・2

E

E

市

町

た

管

事

、

主

要

Z

昔

話

E

E

し

、
平
内
定
賞
者
た
骨
量
告
し
て
い
ゐ
・
一

婦

人

参

政

権

聾

言
語
主
義
め
さ
ま
l
と
Y
M
フ
K
I
t
s
書
留
(
一
夫
一
婦
制
)
重
だ
き
脅
か
同
空
会
白
星
A
り
お
の
擁
護
員
炉
、
幸

、
w
p
b
p
u
h
事
者
由
一
君
か
が
、
霊
の
閥
単
争
け
の
中
毛
主
理
事
長
震
の
主

導
劃
の
歴
史

主
知
、
一
ぎ
両
目
吾
輩
砕
き
'
高
朗
読
九
ζ

れ
岳
は
同
盟
議
去
の
に
町
し
丈
百
三
1
ル
ト
害
警
る
さ
交
よ
弓
争
に
ぎ
よ
さ
を
ち
か
什
て
酔
思
表
彦
副
宮
町
す
も
の
て
h
m
む
も
の
忠
に
主
ひ
た
と
予
宝
〈
手
間
、
点
王
問
分
自
一

ト
レ
i
パ
l
ロ
イ
ド
事

事
「
ほ
品
つ
む
ぎ
か
揖
震
に
ヰ
@
舎
の
輔
副
路
「
聴
取
讐
に
J
f
の
一
都
度
筆
記
宝
章
a
E
U、
ブ
ル
ジ
喜
本
櫨
同
は
困
撲
く
、
Z
U
い
る
-
E
τ
費
出
い
・
レ
お
な
宅
雪
に
拙
か
れ
て
い
る
・
き
」
と
は
警
な
い
と
い
一
宅
一
宮
は

表

季

駅

与

な

い

・

2

5

ハ

李

に

は

襲

4

2

一

回

の

章

一

一

九

一

一

一

三

宮

家

宅

展

番

号

4

d

世

話

た

詩

語

す

一

若

手

護

人

E

Z

警

お

い

て

2

P

且

喜

多

足

、
書

言

語

き

て

い

令

一

号
E
い
て
興
に
お
t
ra
長

よ

P
J
1
1ん
が
肺
人
重
一
年
一
月
主
一
日
空
智
恵
蓄
す
き
の
喜
一
人
主
眼
引
@
L
J
U
2
5
2
3
ω
東
町
喜
号
、
空
い
て
お
宮
2
8
2
3
円
五
日
」
い
た
あ
』
幸
男
白
叫
に
つ
い
福
合
一

己
主
い
J
J
余
念
。
台
車
由
憎
喜
L
x
h
E
叫
人
々
に
誌
の
患
が
立
っ
た
の
芸
る
・
が
だ
っ
た
の
主
4
9
.
2
・
き
と
い
・
3
撃
で
っ
ち
主
@
君
主
主
主
要
覇
市
町
宮
山
代
号
事
骨
量
と
、
そ
の
中
で
雲
Z、
w
E
慣
れ
な
い
露
呈

罪

主

は

「

需

に

き

2

3

2

2

i

i

i

F

事

-

2

1

8

3

5

2

2

三

=

i

;

i

い

は

言

語

寸

l

i

l

t

i

l

l

-

-

-

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

」

誌

は

古

川

時

措

佐

川

討

し

む

駐

日

経

理

法

駐

日

誌

は

「

性
の
神
話
」

述

書

作

針

。

五

一

間

;Jf
J弘、
、

¥

:

一

zi
「語蓄

虫号官芸毒言i品争雪塁る乏@ε」と品叫
I

令
令
喜
憎
宮
b
i
恋
毛
つ
時
2
酷
脅
官
〈
t
吉
吉Q
奇骨義義
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新発売20型.明るきに反応する目・ルミスポンダーを採用.

エコノクイグもついていますL格調高いコン、，/-jげイス

• 
O 

新発売18型.エコノ7イグを採用したコhサトな

テープ〉レアイコE落着きのあるチーク4目仕上げてす.

KV-1860・・・・￥149，800ZJZ五tttL

ミ

が違う、ソニーのトリェトロン方式色ずれ

や色のにヒみがほとんどな〈、細かな#尋'線、

微妙な色町i童いをくっきりと映しだします。

む慢会も多いことでしょう.トリニトロンが

.<1かのテレビとはブラウン管技術そのもの

.10みだす尖しく鮮やかな菌面を、ぜひお茶の

これからは、ご家族おそろいでテレビを楽し

ソニーカラーテレビ

トリニトロコ

ヲ，

、圃'、，

③明るい画面をつ弘元主続発色の、ストライプ飴色面。
画面の止から下まで、切れ目な〈ストライプ可えに光ります。

④美しし、画像がいっそう見やすい円筒画面o
両面のカーブが円筒壬~ひと目でトリニトロンと分かる独自の形です。 問てお楽しみくださ同

ヲ，

②正確なピントを生む、大口径電子レンズL
ひとつの大きなレンえ同サイズのテレ引のなかでは最大です。

• 

①色ずれの少ない独自の単電子銃方式。
美しいカラー図像を生む、 独創的なトリニトロン方式の，じ機部です。

、圃圃圃島、
• 、，
、

ー一-_. 

ー

一mM剛
ヴ

HSE---‘"' 

mm
p
Eヲ

自
r
h
u

」

【応募方法】

・クリープ白インナーシール(内プタ}岳、大ぴん(3∞g)は1枚、中びん(190g)は2枚、

小びん(95g)は3枚を1日として封筒に入れてお送り〈ださい.

世界の香水(各J4'オンス)民まL洞まL判 事ぬ名さま

総計仏悦泊客さまにあがJまま

-あなた白氏名、住所、郵便番号、年令、職纂をお忘れなくご記入〈ださい.

表1賞品の発送をもって代えさせていただきます.なお勝手ながり
賞品目選択については、当社で決めさせていただきますので、

悪し庁らず二・了承ください.

-ぉ l人様、河口でもご応募できます.

[あて先〕干100-91 東京中央郵便局私書箱1881号

コクリープ世界由香水プレゼント係

〔発

こころのやさしさを、.思いやりを.

毛Lて、あなたの女らしきれ

美しい~=女性的fの Lのだか J

HI:;J，、切にしましょう，

-クリームシTンフ'L.240"":250円

/'}~クレテ午

シルクレテ'~{のクリームシTシフーーと

クリームリンスて二 i

どちらもMをいたわり、ヲややかに

iえいあげま-1".

220"，!: 250門.P9ームリンス
ぜ軌

品瑞穂験h

噌場;

KV-2060・・・・・・￥198，000('>吋烹>:I:・安則

E . 
、ι

内木市内石鹸

‘ 
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世
界
の
香
水

第エコー3号 G道警451閉・

。、、{.:I)却料段 、"，.y 羽~~・、 うさ 7 ・~'"紘~，-，，<<~~向。

説
明
書
を
操

υ

閥
、
け
い
光
灯
で
五
平

i
七
十
時
聞
で

す
。
手
め
長
い
け
い
光
円
以
下
』も
時
間

ι

と
luに
明
る
ebが
減
っ
て
寺
時
一ナ。

返
し
読
む
習
慣
を

昨
日
内
の
憎
力
を
充
分
に
車
問
惜
揮
さ
せ
ゐ

た

mL、
政
隊
を
ふ
せ
ざ
水
持
ち
さ
ぜ

る
た
め
に
は
、
説
明
容
に
目
プP
J趨
し
℃

お
き
た
い
も
の
で
す
。

半
年
〈
ら
い
た
っ
丈
よ
く
慣
れ
℃

か
白
、
も
フ
一
度
説
明
書
~実
叫
み
返
ナ

と
今
ま
で
の
ぶ
っ
た
使
い
方
が
よ
く
理

解
で
与
ま
す
。

・
最
近
の
お
明
書
は
く
わ
ヤ
¥
わ
か

り
い
す
く
効
説
的
な
使
い
方
も
よ
〈
解

説
し
て
あ
り
示
す
。

説明書を読んで

器
具
全
般
に
心
が

け
る
こ
と
は

~ 
咽=-。‘=>。

。
フ
レ
ゼ
ン

ト

て
お
く
と
廷
に
よ
い
で
し
ょ
う
・

部
屋
の
断
然
の
宇
起
し
市
専

心

め
る
一
つ
の
一
番
と
し
て
は
、
タ
パ
ロ

ふだんの手入れを-つ照明器具はいつもきれいにしておきましよ
そうじの方法

、、.

フしましょくよ
アースのとり社げを忘れずに

た
だ
上
右
油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
は
、
有

和
ガ
ス
も
出
る

ωで
お
気
に
以
起
用
を
つ

け
詳
し
ょ、
フ
。

電
気
ゴ
タ

y
は
日
間
以
U

阿
房
で
す
の
で

内
の
弘
い
空
気
を
た
も
つ
の
に

φ
占
と
£
ん
は
大
き
く
厚
手
の
も
の
に

3
H
あ
Q
い
は
毛
布
と
ふ
と
ん
を
宣
ね

て
か
け
宇
υょう。

‘②
下
に
古
い
毛
布
な
ど
の
コ
タ

y
y

y
上
ポ
緩
い
て
ほ
か

b必
げ
る

d
pω

M
Z

守一
F
U
ょ
・3
。

乙
の
ニ
康
管
守
れ
ほ
?
温
度
回
雌
を

下
げ
て
弘
司
家
喜
一
穿
で
す
の
で
-

一
寸
三
測
の
~旧
制
消
績
比
を
節
制
で
一
J
C

品、ナ。(3
)
冷
蔵
庫

池
嵐
郎
は
命
す
た
め
に
挺
側
の
放
鴻

尽
か
ら
外
へ
燃
を
出
ず
し
ξ
み
に
は
中

て
い
J

手
。
放
銀
山
の
叫
開
力
な
放
火
に

mm凶
揮
さ
せ
ゐ
に
は
風
通
し

ω
4い
場
所

ロ
、
誕
側
十
五
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
げ
て
』
置

き
た
い
も
の
で
す
@
ま
や
句

直
射
-H光

や
ガ
ス
レ
ン
ジ
な
ど
の
時
源
ち
か
く
も

キ

νモ
Y
で
す
。

使
い
万
と
し
て
は

①
阪
の
関
同
市
長
」d
ゐ
ど
は
少
な

ノ九。
②
山
叩
州
問
は
前
一
回
の
一
制
績
が
よ
く
な
る

も
寸
フ
に
半
y
シリ
J

初
な
入
れ
な
い
こ

と。(
4
)
洗
た
く
リ偶

洗
た
く
胤
慨
は
大
半
の
-由
民
ぬ
で
使
幻
れ

て
い
ゐ
勉
%
引
町
具
で
す
。

使
湖
上
の
大
事
な
こ
と
は

①
桜
ず
る
磁
気
エ
糸
ル
ギ
l
J
U
Qが

は
水
守
動
か
す
こ
と
に
、
あ
と

ω云
O

N
が
叫
ー
た
く
も
の
に
禍
貨
さ
れ
ゐ
@
つ

ま
h
u
山
た
く
町
官
出
m.
一
杯
に
J

一
割
と
り
た
刀

が
所
済
的
で
す
。

安
9
す
ぎ
叫
し
い
は
L
Aす
ぎ
ハ
w-
ぎ
ら
い

が
め
の
、
あ
る
い
恒
度
あ
む
が
線
く
な

れ
ば
俄
縫
に
は
山
野
婚
が
な
い
と
メ
i
刀

1
側
は
宍
験

ω結
娘
を
司
窪
シ
」
い
ま

す
。

d
a

な
お
、
安
全
古
屋
と
炉
、
は
風

呂
場
に
位
〈
場
合
が
多
い
の
で
、
日
程

の
お
て
れ
が
め
hu
訴
す
。

①
/
l
ス
草
刈
会
に
と
D
ヲ
ザ
也
事

(
写
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主主餐したも と、十分水洗いします 使用しないで〈 ださ
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-サントリーウイスキーオールド
ボルトガルワイ ン7テウスロセ.中純

特製コルクスクリュー
:10001'1 

-園田-圃圃・園田-・・.-圃園田
-サント リーウイスキーオール ド、 角瓶
~ .C的。内

-サントリーウイスキーオールド
サントリープランデ-v・s.Q.p
3.τ00円

・サントリーウイスキーリザープ、オールド
5.400円

・サントリーウイスキーローヤル(01'7~バ・';1 7-川
:3.000円
・サントリーウイスキーオールド2本
4.5001可

・サントリーウイスキー角瓶2;;$:
3.3制〉円

・サントリーウイスキーUザープ
クリスタルグラス2コ
3.300円

・サントリーウイスキー角瓶

オールドファッションドグラス2コ
1.800円
・サントリーワイン〈デリカ〉スペシャル(赤・自)

特製コルクスクリュー
1.800円
・サントりーウイスキーゴールV
オールドファッションFグラス2コ
1.30()円
・赤宝ハニーワインスベシャル(赤・自}
1.000円

などなど
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